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問い合わせは　収納課　☎898―6227

３
月
１
日
㈮
か
ら
７
日
㈭
ま
で
春
の
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。
期
間
中
は
消
防
団
方
面
団
別
訓
練
や
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
家
庭
な
ど
の
防
火
訪
問
、
電
車
車
庫
な
ど

の
消
防
検
査
を
行
い
ま
す
。
一
人
一
人
の
取
り
組
み
で
火

災
の
な
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は

消
防
局
予
防
課　

☎
２
２
０
ー
４
５
０
７

こ
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
風

の
強
い
日
が
続
く
た
め
、
火
災
が

発
生
し
や
す
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
、
こ
の
機
会
に
身
の
回
り

の
確
認
を
行
い
、
自
分
の
家
は
自

分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
住
宅
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

①
た
ば
こ
の
火
は
し
っ
か
り
消
す
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
物
か

ら
離
し
て
使
う
。

③
こ
ん
ろ
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必

ず
火
を
消
す
。

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
定
期
的
に
掃
除

す
る
。

⑤
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を

置
か
な
い
。

■
火
災
発
見
時
の
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ

⃝

周
り
に
知
ら
せ
る

や
か
ん
や
鍋
な
ど
で
大
き
な
音

を
出
し
た
り
、
大
き
な
声
を
出
し

た
り
し
て
周
り
に
知
ら
せ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
小
さ
な
火
で
も
、

１
１
９
番
に
通
報
を
。
一
人
で
何

と
か
し
よ
う
と
せ
ず
、
周
り
の
人

の
助
け
を
借
り
ま
し
ょ
う
。

⃝

消
火
器
で
初
期
消
火

消
火
器
の
使
い
方
を
事
前
に
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
火
が
天

井
ま
で
届
い
て
し
ま
っ
た
ら
、
無

理
を
せ
ず
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝

持
ち
物
に
こ
だ
わ
ら
ず
急
い
で

避
難避

難
す
る
際
は
で
き
る
だ
け
早

く
家
の
外
へ
。
濡
れ
た
ハ
ン
カ
チ

や
タ
オ
ル
を
鼻
と
口
に
当
て
、
低

い
姿
勢
で
部
屋
の
ド
ア
を
閉
め
て

逃
げ
ま
し
ょ
う
。
一
度
避
難
し
た

ら
決
し
て
戻
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
必
ず
設
置
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
警
報
器
の
悪
質
な
訪

問
販
売
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
、

最
寄
り
の
消
防
署
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

■
春
先
の
山
火
事
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
よ
る
入
山
者

の
増
加
す
る
春
先
は
、
山
火
事
が

多
く
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
下

草
が
枯
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
た

き
火
の
不
始
末
や
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
な
ど
人
為
的
な
要
因
が
重
な

る
こ
と
が
原
因
で
す
。
一
人
一
人

が
注
意
し
て
山
火
事
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

■
消
防
ふ
れ
あ
い
広
場

ミ
ニ
消
防
自
動
車
乗
車
、
子
供

用
制
服
・
防
火
衣
で
記
念
撮
影
、

起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験
な
ど
を

行
い
ま
す
。

日
時
＝
３
月
２
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分

会
場
＝
中
央
消
防
署

■
啓
発
に
防
災
行
政
無
線
を
利
用

問
い
合
わ
せ
は

　

危
機
管
理
室　

☎
８
９
８
ー
５
９
３
５

現
在
、
市
内
に
設
置
し
て
あ
る

防
災
行
政
無
線
で
夕
方
の
定
時
放

送
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
新
た

に
春
の
火
災
予
防
週
間
な
ど
に
合

わ
せ
て
、
防
災
・
防
火
啓
発
な
ど

の
放
送
を
行
い
ま
す
。

問い合わせは　建築指導課　☎898―6753

３月１日㈮から７日㈭までは建築物防災週間

３月１日㈮から７日㈭までは建築物防災週間
です。期間中は、多くの人が利用する建築物な
どを対象に、立ち入り検査を行います。
また、５日㈫には、本市や消防局、警察署、

保健所で組織する前橋建築防災安全対策連絡協
議会が、中心市街地の雑居ビルなどを対象に防
災啓発活動を行います。
ご協力をお願いします。

クレジット
収納手数料

納付金額 手数料
1 万円以下 52 円

1 万 1 円～ 2 万円 157 円
2 万 1 円～ 3 万円 262 円
3 万 1 円～ 4 万円 367 円

以降 1 万円増えるごとに 105 円ずつ加算

モバイルレジ
収納手数料

決済種別 手数料
銀行決済 無料

クレジット決済 クレジット収納手数料と同じ

３
月
１
日
㈮
か
ら
７
日
㈭
ま
で

春
の
火
災
予
防

�

運
動
を
実
施

みんなでミニ
消防自動車に

■手続きは納付書ごとに
クレジット収納とモバイルレジ収納を利用して

納付できるのは、固定資産税や軽自動車税、市県
民税（普通徴収）、国民健康保険税。１期あたり
の金額が、クレジット収納は100万円未満、モバ
イルレジ収納は30万円以下のものです。手続き
は納付書ごとに行う必要があります。

なお、どちらの場合も領収証書は発行されませ
ん。領収証書が必要な人は、金融機関などの窓口
で現金による納付をお願いします。

また、スマートフォンや携帯電話で納付する際
には、パケット通信料がかかります。
■２月の納税
◆国民健康保険税第８期＝２月28日㈭まで

クレジット収納は、パソコンやスマートフォン、
携帯電話からクレジットカードを利用して税金を
納められる、インターネット限定のサービスです。
いつでもどこでも簡単に納付ができます。

なお、納付額には手数料が上乗せされます。（下
表のとおり）
■Ｑ＆Ａ
Q 使用できるカードを教えてください。
A MasterCard、VISA、JCB、Diners Club、

American Expressが使用できます。
Q 市役所や金融機関、コンビニの窓口で利

用できますか？
A 窓口でのクレジットカードによる納付は

できません。
Q 一度納付手続きをすると、次の納期から

自動引き落としになりますか？
A 自動引き落としにはなりません。納付書

ごとに納付手続きをお願いします。
Q カードのポイントは付きますか？
A カードごとに異なります。詳しくはカー

ド発行会社に問い合わせてください。
Q 納税証明書はすぐに発行されますか？
A 納税証明書の発行には３営業日掛かりま

す。お急ぎの人は市役所収納課窓口で、現金での
納付をお願いします。

スマートフォンや携帯電話のカメラで、納付書
に印刷されたバーコードを読み取り、税金を納め
られるのがモバイルレジ収納です。モバイルレジ 
ホームページ（http://bc-pay.jp/pc/）から無料 
のアプリをダウンロードすることで利用できます。

なお、利用にはモバイルバンキングの口座か、
クレジットカードが必要です。
■Ｑ＆Ａ
Q バーコードがない納付書や督促状でも利

用できますか。
A バーコードがない納付書や督促状は利用

できません。また、傷や汚れなどでバーコードを
読み取ることができない納付書も利用できません。
Q 全てのスマートフォンや携帯電話で利用

できますか。
A 一部で対応していない機種もあります。

詳しくはモバイルレジホームページで確認してく
ださい。

本市では、３月１日㈮から県内初の取り組み、市税のクレジット収納とモバイルレジ収納を開始します。
現在利用できる、銀行やコンビニなどでの窓口納付、ペイジー対応ＡＴＭでの納付、インターネット（モ
バイル）バンキングに、この２つが加わることで、納付方法はさらに充実。
これからも市税を納付しやすい環境づくりを積極的に進めていきます。ご協力をお願いします。

３月１日㈮から市税で県内初実施

クレジット収納とモバイルレジ収納を開始

モバイルレジ収納クレジット収納


